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H30年度イベントについて

資料－２

第30回 維持管理・環境管理専門委員会

第3回 H30年度イベント実行委員会

2018年6月14日



１．これまでのイベント実施状況
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1）自治体イベント出展状況
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１．自治体イベント出展状況
●目的

荒川流域住民への太郎右衛門自然再生地と自然再生事業、協議会の取り組みの周知、5/19と6/16の中池散策・写真撮影イベントの周知、
6/23のミドリシジミ観察・周辺植生管理イベントの周知、10/13の秋イベントの周知、協議会委員募集を行うこと。

●出展イベント
・４月２９日（日・祝） 川島町 かわじま輪中の郷ウォーキング
・５月１３日（日） 桶川市 おけがわ春のふれあいフェスタ
・５月２６日（土） 熊谷市 くまがやエコライフフェア
・６月２日（土） 上尾市 上尾市環境推進大会

●出展内容
・自然再生事業の紹介パネル展示、各種チラシ配布、参加者アンケート、生物展示等

【川島町・かわじま輪中の郷ウォーキング】

日時：平成３０年４月２９日（日）8:00～14:00
（晴れ・・・暑さで参加者減のため早め終了）

場所：中池・管理用通路付近

●チラシ・パンフレットを74部配布

●アンケート97人回答

●協議会委員：4名
4

今年度は、堤防下の中池管理用通路付近に

ブースを構えました。堤防上から参加者を
誘導しました。

誘客のため、埼玉県自然学習センター

さんから「カルガモくん」をお借りし
ました。

水際にも小ブースを設け、散策路を利

用してくれた方に説明を行いました。



１．自治体イベント出展状況

【熊谷市・くまがやエコライフフェア】

日時：平成３０年５月２６日（土）10:00～16:00
（晴れ時々曇り）

場所：熊谷市コミュニティ広場

●チラシ・パンフレットを56部配布

●アンケート169人回答

※事務局のみで対応
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【上尾市・上尾市環境推進大会】

日時：平成３０年６月２日（土）13:00～16:00
（晴れ）

場所：上尾市文化センター

●チラシ・パンフレットを41部配布

●アンケート36人回答

●協議会委員：4名

【桶川市・おけがわ春のふれあいフェスタ】

日時：平成３０年５月１３日（日）9:30～13:30
（曇り時々雨・・・主催者判断で早め終了）

場所：桶川駅西口公園

●チラシ・パンフレットを81部配布

●アンケート49人回答

●協議会委員：7名



川島輪中
WG

桶川ふれ
あい

上尾環境
推進

くまがやエ
コライフ

H29 184 159 37 不参加
H30 97 49 36 169

回答者数

イベント名
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１．自治体イベント出展状況
＜アンケート結果＞

H30年

H29年

※H29川島WGでは「Q1」の設問は

ありませんでした。

H29年と同様に、各イベン

トで、8割以上の方が荒川
をご存知でした。

※複数回答でない「Q5」の回答者数

・H30年桶川ふれあいフェスタで

は、票数は少ないものの、H29
年より太郎右衛門地区の認知率

は増加していました。

・H30年に初参加のくまがやエコ

ライフフェアでは、距離が離れ
ていることもあり、他イベント

より各認知率は低い傾向にあり

ました。

・H30年も上尾市環境推進大会で

は、旧流路・太郎右衛門地区の
認知率が、他イベントに比べて

高い結果でした。

H29年の上尾市環境推進大会では、

旧流路・太郎右衛門地区の認知率
が、他イベントに比べて2倍程度

高い結果でした。理由の一つとし

て、自然環境に関心のある方が多
く訪れたことが考えられます。

H30の認知率



7

１．自治体イベント出展状況
＜アンケート結果＞

H29年

※複数回答でない「Q5」の回答者数
H30年

・自然の中で興味があるも

のとして、H３０年は
「鳥」、「魚」が多い結

果となりました。

・H２９年に多かった植物

は、比較的少ない結果と
なりました。

※H29年の川島輪中WGで

は、「その他の生物」の写

真のキツネが小学生に人気
で、票が多く集まりました。

・参加希望のイベントとし

て、H２９年と同様に
「自然観察」、「生物の

調査」「ウォーキング」

を挙げる方が多い結果と
なりました。

・川島輪中WGでは、やは

りウォーキングを挙げる

方が多くなっています。

・H30年の上尾市環境推進

大会は、H29年と比べて
「外来種の除草」を挙げ

る方が少ない結果でした。

H29年の上尾市環境推進大

会では、他の自治体イベン
トと比較して、「外来植物

の除草」を挙げる方の割合

が多い結果となりました。
理由の一つとして、自然環

境に関心のある方が多く訪

れたことが考えられます。

川島輪中
WG

桶川ふれ
あい

上尾環境
推進

くまがやエ
コライフ

H29 184 159 37 不参加
H30 97 49 36 169

回答者数

イベント名
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１．自治体イベント出展状況
＜アンケート結果＞

H29年

※複数回答でない「Q5」の回答者数
H30年

0% 20% 40% 60% 80% 100%

桶川市

川島町

上尾市

熊谷市

深谷市

行田市

その他

Q5.本日はどちらからお越しですか？

川島輪中WG4/29(184票)

桶川ふれあい5/7(159票)

上尾環境推進6/3(37票)

・H29年と同様に、イベント主催自

治体からの来訪者が大部分を占め
ました。

・H30年に初参加のくまがやエコラ

イフフェアにおいても、８割以上

が熊谷市からの参加でした。

川島輪中
WG

桶川ふれ
あい

上尾環境
推進

くまがやエ
コライフ

H29 184 159 37 不参加
H30 97 49 36 169

回答者数

イベント名



2）中池散策・写真撮影イベント実施状況
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2．中池散策・写真撮影イベント実施状況

10

●目的
これまでと違う「新しい視点」かつ「定期的」なイベントとして、太郎右衛門自然再生地と自然再生事業、協議会に関する周知を図るイベ
ントとして試行

●実施日
・５月１９日（土）（今後予定 ６月１６日（土）、１２月８日（土））

●実施内容
・中池管理用通路で「自然散策」と「写真撮影・情報発信」

 通路を歩きながら写真撮影
 スタッフが先導し道案内
 参加者は各自で写真撮影と情報発信・共有

【1回目の実施状況】 ５月１９日（土） 10:00～11:30 （晴れ）
・3名の参加者がありました。（うち1組は40代と10代の親子、1名はリピーターの70代の方で、いずれも男性）

・スタッフは協議会委員6名（うち1名は川島町役場）と事務局5名で運営しました。堂本委員がリーダーとして引率・説明を行い、その他の委員が生き

ものの説明などを行い、事務局は安全管理で帯同しました。

・上池・中池横堤付近から中池管理用通路を散策しながら、生きものや風景などの写真撮影を実施しました。

・写真についてはその場での発信は行わず、適宜お送り頂けるようお願いをしました。

 参加者からの投稿はありませんでした。スタッフからは6名計50枚の投稿がありました。

当日の運営

①最初に横堤の上から荒
川や自然再生について説
明しました。

②特にポイントは定めず、
歩きながら目についた生
きものや風景を説明・撮
影しました。

③写真の公開・確認作業
はせず、「写真提供のお
願い」をしました。

【当日の委員意見】
・「定期的」なイベントとするため

には、さらに簡易な内容・運営体制

にした方が良い。

・開催頻度を上げるためには、夏季
の開催などを考慮すると、朝早めの

8時くらいの開始が良い。

【写真について】
・簡単に写真を投稿して頂けるクラウド

サービスが見つかりませんでしたので、投

稿して頂くためのGmailアドレスを取得し、

写真保管用のGoogleドライブを確保しま
した。

【募集・運営について】
・当日参加制とし、運営スタッフは必

要最小限としました。
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＜実施状況＞

開会 横堤周辺での説明 中池管理用通路の散策と撮影

中池管理用通路の散策と撮影 中池管理用通路の散策と撮影 堤防付近の散策と撮影

2．中池散策・写真撮影イベント実施状況
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＜投稿写真抜粋＞

2．中池散策・写真撮影イベント実施状況
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＜投稿写真抜粋＞

2．中池散策・写真撮影イベント実施状況
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＜投稿写真抜粋＞

2．中池散策・写真撮影イベント実施状況
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＜投稿写真抜粋＞

2．中池散策・写真撮影イベント実施状況
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＜投稿写真コンテスト（試行）＞

2．中池散策・写真撮影イベント実施状況

・集まった50枚の写真について、以下の手順で「コンテスト」を試行しました。

 事務局が10枚を一次選定しました。これらは「佳作」としました。

（全作品を下記の投票対象とすると各委員の確認作業が負担となること、票数が分散することが想定されたため、一次選定を実施しました。）

 10枚の写真をイベント実行委員、イベントに協力してくださった協議会委員、事務局に配信し、1人4点までの投票を実施しました。

 最も票数が多かった1点を「大賞」としました。

大賞

（7票／11人）

写真タイトル

「ウラナミアカシジミにあえました 緑のなかで休んでいたよ。左右どっちが顔かな。」
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2．中池散策・写真撮影イベント実施状況

佳作（9点） 写真タイトル

「中池には緑のむこうにもまた緑があるよ」

写真タイトル

「ヒメギス幼虫」

写真タイトル

「英才教育中」

※写真タイトルは撮影者より提

示のあったもののみです。



18

＜アンケート結果＞

2．中池散策・写真撮影イベント実施状況

参加者：3名

0 1 2 3 4

①はい

②いいえ

人
Q１．荒川を知っていましたか？

0 1 2 3 4

前から知っていた

前のイベントで知った

知らなかった

人

Q２．太郎右衛門自然再生地をご存知でしたか？

0 1 2 3 4

前から知っていた

前のイベントで知った

知らなかった

人

Q３．太郎右衛門自然再生地が荒川の古い流路だと

知っていましたか？

0 1 2 3 4

①自治体のイベント

②知人や家族から

③インターネット

④その他

人

Q４．このイベントを何で知りましたか？（複数回答可）

0 1 2 3 4

①草花を見たかった

②自然が好き

③荒川に興味がある

④太郎右衛門自然再生地に興味がある

⑤写真撮影が好き

⑥SNS発信が好き

⑦その他

人

Q５．このイベントに参加した理由は何ですか？（複数回答可）

３名全員が荒川をご存知でした。

1名の方（70代・男性）が太郎右衛門自然再生地と
そこが荒川の旧流路であったことをご存知でした。

２名の方がインターネット、1名の方が「イベントの
知らせ」で本イベントを知ったと回答しました。

④その他の記述：「イベントの知らせ」

イベント参加理由として、３名全員が「③荒川に興味がある」と回答し
ました。さらに、①、②、④も選択されており、自然について関心の高
い方が参加されたことがわかります。
一方、「⑤写真撮影が好き」や「⑥SNS発信が好き」を選んだ方はいま
せんでした。
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＜アンケート結果＞

2．中池散策・写真撮影イベント実施状況

参加者：3名

本イベントの感想として、３名全員が「①とても
楽しかった」と回答しており、好評でした。

0 1 2 3 4

①とても楽しかった

②まあまあ楽しかった

③ふつう

④ちょっとつまらなかった

⑤つまらなかった

人

Q６．このイベントの全体的な印象はいかがでしたか？

0 1 2 3 4

①自然の観察

②生物の調査

③植樹

④外来種の駆除

⑤ゴミ拾い

⑥ウォーキング

⑦写真撮影

⑧その他

⑨参加したくない

人

Q７－１．今後どんなイベントに参加したいですか？（複数回答可）

0 1 2 3 4

①土曜日

②日曜日・祝日

③平日

④春休み

⑤夏休み

⑥冬休み

⑦その他

人

Q７－２．①～⑦と答えた方で、イベント開催時期はいつが良い

ですか？（複数回答可）

0 1 2 3 4

①植物

②鳥

③昆虫

④魚

⑤その他

⑥風景

⑦興味なし

人

Q８．自然について興味があるものは何ですか？（複数回答可）

0 1 2 3 4

①公園のように整備され

ている場所

②歩道が整備されてい

て、適度に自然がある場

所

③何も整備されていない

自然本来の場所

人

Q９．どのような自然があったら来たいと思いますか？

希望するイベントとして、３名全員が「①自
然の観察」を選択しました。また、「②生物
の調査」、「④外来種の駆除」、「⑤ゴミ拾
い」、「⑥ウォーキング」を選択する方もい
ました。
一方、「⑦写真撮影」を選択した方はいませ
んでした。

希望するイベントの開催時期として、土日祝
日を選択する方が多い結果となりました。
また、１０代の参加者の方が、春休みと夏休
みを挙げていました。

訪れる場所の自然として、「②適度に自然があ
る場所」、「③自然本来の場所」を回答する方
が多い結果となりました。

３名全員が「①植物」に興味があると回答しま
した。他の項目も選択されており、参加者の方
は自然全般について興味があるということがわ
かります。

0 1 2 3 4

①生き物と触れ合う

②リラックスする

③その他

人

Q１０．自然の中で何がしたいですか？（複数回答可）

自然の中でやりたいこととして、「①生き
物と触れ合う」、「②リラックスする」を
選択する方が２名いました。
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＜アンケート結果＞

2．中池散策・写真撮影イベント実施状況

参加者：3名

0 1 2 3 4

①ほぼない

②少しある

③かなりある

人

Q１１－１．日常で自然にふれあう機会はどのくらいありますか？

0 1 2 3 4

①はい

②いいえ

人

Q１１－２．①②の方で今後自然と触れ合う時間を増やしていき

たいですか？

0 1 2 3 4

①はい

②いいえ

人

Q１２．今後もイベントに参加したいと思いますか？

0 1 2 3 4

①はい

②いいえ

人

Q１３．今後、自然保全・再生の活動（除草等）に参加したいと思い

ますか？

日常の中で自然に触れ合う機会は、３名全員が
「②少しある」と回答しました。

「①はい」と「②いいえ」を選択した方が１名ず
ついました（１名は未回答）。

３名全員が今後もイベントに参加したいと回答し
ており、楽しんでいただけたようです。

３名全員が自然保全・再生の活動に参加したいと
回答しました。
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＜アンケート結果＞

2．中池散策・写真撮影イベント実施状況

参加者：3名

0 1 2 3 4

桶川市

川島町

上尾市

北本市

人

Q１４．参加者の住所

0 1 2 3 4

１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代以上

人

Q１４．参加者の年齢

0 1 2 3 4

男性

女性

人

Q１４．参加者の性別

上尾市から１名、北本市から２名ご参加いただ
きました。

３名全員が男性でした。 ３名はそれぞれ１０代、４０代、７０代以上で
した。

北本市の２名の方（１０代、４０代）から、今後もイベントや自然保全・再生
の活動の案内を受け取っても良い、と回答いただきました。



２．今後のイベント計画
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１）中池散策・写真撮影イベント
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中池散策・写真撮影イベント

24

●目的
これまでと違う「新しい視点」かつ「定期的」なイベントとして、太郎右衛門自然再生地と自然再生事業、協議会に関
する周知を図るイベントとして試行

●実施日
・6月１6日（土）（今後予定 １２月８日（土））

●実施内容
・中池管理用通路で「自然散策」と「写真撮影・情報発信」
・5月19日（土）の結果を踏まえ、同様の実施方法として以下の予定とします。

① 写真撮影やSNSへのアップは歩きながら適宜行って頂き、最後にデータの提供を依頼するものとします。

② 開会後、横堤にて上池側の旧流路と整備地を眺め、荒川や自然再生事業を説明します。続いて中池の旧流路と河畔林を眺め、その自然について説
明します。

③ 中池の管理用通路を歩きます。堤防沿いに集合場所まで戻り、まとめ・アンケートを実施して解散します。
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9時30分集合時間

集合場所 横堤

役割 担当 備考

挨拶、予定・注意事項説明 委員
5/19、6/16は堂本委員

誘導 委員

役割

企画概要

5/19
委員

川島委員長

堂本委員

小川委員

荒木委員

菅間委員

川島町

【参加委員】

集合場所

航空写真は地理院地図

100m

①最初に横堤の上から荒
川や自然再生について説
明します。

②歩きながら目についた生
きものや風景を説明・撮影
します。適宜、SNS発信
をして頂きます。

③最後にアンケート記入
と「写真提供のお願い」
をします。

中池散策・写真撮影イベント

6/16
委員（予定）

川島委員長

堂本委員

小川委員

荒木委員

菅間委員

12/8
委員
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内容 責任者（担当者） 備考 数量

腕章 事務局（荒上） 協議会所有物（荒上保管） －

救急箱 事務局（荒上） 協議会所有物（荒上保管） ●

のぼり 事務局（荒上） 協議会所有物（荒上保管） 2

のぼり（ポール・スタンド） 事務局（日水コン） 協議会所有物（倉庫保管） 2

パンフレット類 事務局（荒上） 30

領収書 事務局（荒上） 30

受付名簿 事務局（日水コン） 事前申込は無しのため空表 1

チラシ類 事務局（日水コン） 委員募集、6/23用、10/13用（暫定）
一体30

6/23申込部分15

お釣り 事務局（日水コン） ●

説明用資料 事務局（日水コン） 30

アンケート用紙 事務局（日水コン） 30

アンケート用バインダーと記入ペン 事務局（日水コン） 受付にも利用 15

ペットボトルお茶または水 事務局（日水コン） 熱中症対策（飲み物忘れた参加者用） 3

物品

中池散策・写真撮影イベント
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プログラムと役割分担

時間 プログラム内容 堂本委員 各委員 事務局① 事務局②

9:00～9:30 資材準備 倉庫

9:30～9:45 集合・ミーティング・会場設営 本田航空横堤駐車場 本田航空横堤駐車場 本田航空横堤駐車場 本田航空横堤駐車場

9:45～10:00 受付 受付 受付 受付
受付
本日資料配付

10:00～10:05 開会・説明 挨拶・予定説明

10:05～10:15
横堤の上池側・中池側それぞれで説明
（荒川や自然再生事業について）

先導・説明 説明補助 帯同安全確認 帯同安全確認

10:15～10:25 中池管理用通路入口へ移動 先導・説明 説明補助 帯同安全確認 帯同安全確認

10:25～11:15 中池管理用通路を散策しながら撮影 先導・説明 説明補助 帯同安全確認 帯同安全確認

11:15～11:25 横堤の集合場所へ移動 先導・説明 説明補助 帯同安全確認 帯同安全確認

11:25～11:30 アンケート、写真提供のお願い、閉会 挨拶
アンケート配付・回収
協議会委員募集・イベン
ト募集等チラシ配付

11:30～ 解散、片づけ 倉庫

中池散策・写真撮影イベント
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説明用資料：表
（A4で1枚）

【主催】荒川太郎右衛⾨地区⾃然再⽣協議会

【スマホ片手に“自然再生地の見どころ発見！”ツアー】

１．約1.5kmの散策路を歩きながら、「見どころ！」と思ったもの、風景などを撮影して下さい。

２．撮影した写真はぜひSNSにアップしてください。また、「#荒川太郎右衛門自然再生地」のハッシュタグを付けて下さい。

林の中を歩きます。

水辺に近づきます。

※これらの写真は4月上旬のものです。

時間 プログラム内容

10:00
～

10:05
開会・説明

10:05
～

11:25
散策しながら写真撮影

11:25
～

11:30
アンケート、閉会

※ ご自分でSNSにアップされない方も、当協議会の広報使用にぜひご提供ください。

提供いただい写真は、SNS等で紹介します！

昔の川を眺めます。

メールの送付先は裏面参照

集合場所

航空写真は地理院地図

100m

歩きながら目についた生きも
のや風景を撮影して下さい。

ぜひSNS発信をして下さい。
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【スマホ片手に“自然再生地の見どころ発見！”ツアー】

taroemonphoto@gmail.comに

メールして下さい♪

メールアドレスの
QRコードはこちら ⇒

【撮影写真ご提供のお願い】

本日撮影の「ご自慢の写真」を、当協議会で使用しても良い作品を是非ご提供ください。

提供頂いた写真は、当協議会メンバーがそれぞれ「これは！」と思うものを選び、当協議会等のSNSや各種広報用のツールで活用させて頂きます！

写真提供の方法 当協議会での活用イメージ

メール添付できない方はファイル転送サービス等をご利用下さい。

※ファイル転送サービスの利用方法例
① https://www.datadeliver.net/ にアクセスします。

② ファイルをアップロードします。

④ ダウンロードURLをコピーして、 taroemonphoto@gmail.comに

送ってください。

① SNS類の発信 ② イベントチラシ類への掲載

③ パンフレット、マップ、パネル、看板等への掲載

写真の使用にあたって、ご希望があれば撮影者の名前を掲載します

ので、その場合はご提供時にその旨をお知らせ下さい。

②－１

ファイルを登録

②－２

チェック

②－３

クリック

③ 次の画面では「URL取得画面へ」

を選択 ③クリック

④コピーしてメールで送ってください

説明用資料：裏
（A4で1枚）

6月21日（木）までにお送りください！
頂いた写真でコンテストを実施します！
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アンケート

中池散策・写真撮影イベント
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前日（金曜日）の１１時発表の天気予報により荒川上流河川事務所が可否の判断

荒川上流河川事務所から

各委員に連絡、HP発表

・上尾警察署

TEL：048-773-0110

・東松山警察署出丸駐在所

TEL：049-297-1839

・埼玉県央広域消防本部-

桶川消防署-桶川西分署

TEL：048-786-1190

・川越地区消防組合川島消防署

TEL：049-297-1891

・埼玉医科大学総合医療センター

TEL：049-228-3411（総合案内）
緊急時連絡先

HP発表 各委員

連絡体制

中池散策・写真撮影イベント



２）秋のイベント
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１．計画概要

項目 内容 備考

日時 10月13日（土） 9:30～12:00 予備日10月14日（日）

タイトル 遊ぼう！学ぼう！たろうえもん～自然再生の活動を体験しよう～

地元・子ども向けとする。目的 １）自然再生地・事業の認知度向上、２）活動参加者の拡大

場所・内容 【中池】①昆虫観察、②植生管理

内容・担当

全体 実行委員長：川島委員長、実行副委員長：●●委員

※長畑委員は予備日の14日
は参加できない可能性が
あります。

※H29の司会は桶川西高校
放送部に依頼しました。

10/11（木）に事前準備
①現地確認
②見本の昆虫採取（当日までの保管・運搬は
●●委員対応）
③昆虫観察箇所の一部草刈り（必要あれば実
施）

※同日に年間維持管理計画の一環でモトクロス場跡地A・Dの植生
管理作業を予定

当日

①昆虫観察（リーダー：長畑委員、担当スタッフ：●●委員）

②植生管理（リーダー：●●委員、担当スタッフ：●●委員）

受付（事務局）

班引率（●●委員・●●委員・事務局）

司会（●●委員）

会場誘導・駐車場管理（事務局）

事前
事後

物品購入（一時立て替え）：寄付金等管理事務局

会計（会計・保険申し込み等）：寄付金等管理事務局

募集人数 100人 4班編成、各25人の想定：1～4班：※参加者の所属班は郵送で通知する。

参加費 200円 （＊協議会で予算承認済み） 例年、保険代・諸材料費相当分で200円程度

広報

・ポスター・チラシ 9/1頃配付
・自治体広報誌 9月号
・荒上HP
・協議会外部は各委員から個別に知己にあたる
⇒ 申し込み〆切 9月28日（金）

・ポスター・チラシは教育委員会経由または郵送で各学校へ配布
・ほか、昨年度と同様を実施予定
 JR桶川駅にチラシ・ポスターを9/1から1ヶ月置かせて頂く。
 上尾市・桶川市・川島町の役所・役場と各教育委員会、埼玉県

庁、桶川西高校（ポスターのみ）、上尾市コミュニティセン
ターでチラシ配布・ポスター掲示

 ショッパー9/1号に掲載

物品
準備物は後記

参加者持参物：軍手、長袖・長ズボン、帽子、飲み物等

資金 サイサン環境保全基金助成（普通助成）活用 8/9頃に申請（8/15申請期限）
※H29は498,917円申請し40万円助成

33

未定のスタッフ（●●のところ）をご検討下さい。



２．イベント会場位置図
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太郎右衛門橋

樋詰橋

開平橋

入間大橋

地図は地理院地図

集合場所
・受付

航空写真は地理院地図

駐車場

【広場】（各班）
昆虫観察

【水辺】（各班）
植生管理

通路

実施場所・移動ルートをご検討下さい。
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【駐車台数について】
過去実績から最大50台程度が必要台数と想定（想定では上池側で足りる。不足する場合は中池側を利用）
運営側は搬入・搬出時以外は中池側を利用

3．駐車場

駐車場

航空写真は地理院地図

歩行者通行スペース

トラロープ（計
250mくらい）

車両通行スペース

駐車場（上池側で

足りない場合）

飛行機移動の障害とならな

いように道路から5m離す

のぼり
誘導員

カラーコーン・

バー

駐車場（事務局）

上池で足りず中池側へ
誘導する時
（横断時の安全確保）

1台あたり幅2.5m
～3m程度必要

自転車置き場

委員・荒上・日水

コンは搬入後はこ

ちらへ駐車

品目
数量等

（／全地点準備数）
手配・搬入担当 備考

・のぼり 1／10 荒上（布）
日水コン（ポール・ス
タンド：倉庫）

・誘導灯 ２／５ 荒上
・トラロープ 160mくらい （要調整）
・鉄ピン 一式
・カラーコーン ２／４ 日水コン（倉庫） 「受付」に記載

と同じもの・コーンバー １／２ 日水コン（倉庫）

駐車場（事務局）



４．集合場所・受付

集合場所・受付

航空写真は地理院地図

テント
机
椅子
のぼり

品目 数量等（／全地点準備数） 手配・搬入担当 備考

・マイク・アンプ・電池 一式 荒上 司会用

・腕章 スタッフ人数分 荒上 集合時に配付、解散時に回収
不足する場合は代用品準備

・救急セット 2 荒上 受付に配備

・パンフレット 参加人数（世帯）分 荒上 参加者に配付

・参加者連絡リスト 1 荒上

・受付表 一式 荒上 戻り時も使用

・領収書 参加人数（世帯）分 荒上 受付用

・おつり 一式 日水コン 受付用

・アンケートバインダー・ペン 参加人数分 荒上、日水コン アンケート用

・アンケート回収箱 1 日水コン アンケート用

・アンケート用紙 参加人数分 日水コン

・のぼり 4／10 荒上（布）

日水コン（ポール・
スタンド：倉庫）

・横断幕 1 日水コン（倉庫）

・ロープスティック 2 日水コン（倉庫） 横断幕用

・ひも 一式 日水コン（倉庫） 横断幕用

・かけや 1 日水コン（倉庫） 横断幕用

・カラーコーン ２／４ 日水コン（倉庫） 通行止め用（駐車場共通）

・コーンバー １／２ 日水コン（倉庫）

・テント 2／4 日水コン（倉庫）

・机（2台×4箇所（班）） 8／12 日水コン（倉庫）

・椅子 8／12 日水コン（倉庫）

・クーラーボックス 1 荒上

・保冷剤 一式 荒上 受付に配備

・おしぼり 一式 日水コン 受付に配備

・ポリタンク（コック付） 3 日水コン（倉庫）

・脚立（横長） 1 日水コン（倉庫） ポリタンク置き場

・班表示シート（受付机用、引
率用）・ポール（引率用）

（4班分）

8（4班×2セット） 日水コン（倉庫） シートは製作

・トイレ 1 （要調整）

トイレ

36

通行止め
（カラーコーン、
コーンバー）

横断幕 自転車置き場



航空写真は地理院地図
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品目 数量等（／全地点準備数） 手配・搬入担当 備考

・誘導灯 3／５ 荒上

・のぼり 5／10 荒上（布）

日水コン（ポール・スタンド：倉庫）

・カラーコーン ２／４ 日水コン（倉庫）

・コーンバー １／２ 日水コン（倉庫）

5．入口誘導

のぼり
誘導員

カラーコーン・

バー

駐車場（事務局）

駐車場（事務局）

駐車場（事務局）

駐車場（事務局A）

中池への移動・戻り時
にはこちらで誘導

中池への移動・戻り時
にはこちらで誘導
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品目
数量等

（／全地点準備数）
手配・搬入担当 備考

・テント 1／4 日水コン（倉庫）
・机 2／12 日水コン（倉庫）
・椅子 2／12 日水コン（倉庫）
・捕虫網 50 日水コン（倉庫）
・虫かご 50 日水コン（倉庫）
・ブルーシート １／2 日水コン（倉庫） 捕虫網、虫かご等置き場
・標本 一式 長畑委員
・ハンズフリー拡声器 1／2 荒上

6．昆虫観察場所（【広場】）

【昆虫観察場所】

航空写真は地理院地図

テント
机
椅子
ブルーシート

H29は認定証を使用しました。（参加者にシールを
貼ってもらい、長畑委員が認定印を押しました）
「むしえもん」を“初代”として認定しましたので、
同様の方法を継続することが考えられます。
なお、H29は雨天で参加人数が少なかったですが、認
定作業は予定時間ぎりぎりでしたので、実施方法は再
検討する必要があります。
また、荒天順延となった場合に長畑委員が不在となる
可能性があることを想定する必要があります。

通路

企画の細部と必要物品をご検討下さい。

日付は印刷ではないの

で今回使用するとして

も問題ありません。
デザインに「初代」の

文字があります。

「長畑さん」が「認定」

の文字があります。



航空写真は地理院地図
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7．植生管理（【水辺】）

品目 数量等（／全地点準備数） 手配・搬入担当 備考
・テント 1／4 日水コン（倉庫）
・ブルーシート １／2 日水コン（倉庫） 集草場所
・机 2／12 日水コン（倉庫）
・椅子 2／12 日水コン（倉庫）
・鎌 15 日水コン（倉庫）
・鎌用砥石 3 日水コン（倉庫）
・ノコギリ 15 日水コン（倉庫）
・枝切りばさみ 3 日水コン（倉庫）
・軍手 30 荒上 非持参者用
・ハンズフリー拡声器 1／2 荒上 リーダー用

タケ類やツタ類を管理

対象とする。

【植生管理場所】

柵手前の下草を管理対

象とする。テント
机
椅子
ブルーシート

通路

企画の細部と必要物品をご検討下さい。
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購入対象詳
細は次頁

品目・数量等
数量／使用場所内訳

入手方法 備考
合計 誘導 駐車場 受付 除草 昆虫

・チラシ・ポスター チラシ28500枚・ポスター100枚 助成申請（印刷分） デザインは簡素
・マイク・アンプ・電池 一式 ● 現有（荒上） 司会用
・ハンズフリー拡声器 2 1 1 現有（荒上） リーダー用
・腕章 スタッフ人数分 ● 現有（荒上） 不足する場合は代用品準備
・救急セット 2 2 現有（荒上）
・パンフレット 参加人数（世帯）分 ● 現有（荒上）
・参加者連絡リスト 1 1 荒上製作
・受付表 一式 ● 荒上製作 戻り時も使用
・領収書 参加人数（世帯）分 ● 荒上製作
・おつり 一式 ● 日水コン準備
・アンケートバインダー・ペン 参加人数分 ● 現有（荒上、日水コン）
・アンケート回収箱 1 ● 日水コン製作
・アンケート用紙 参加人数分 ● 日水コン製作
・のぼり 10 5 1 4 現有（荒上）
・のぼり用ポール・スタンド 10 5 1 4 現有（倉庫）
・横断幕 1 1 現有（倉庫）
・ロープスティック 2 2 現有（倉庫） 横断幕用
・ひも 一式 ● 現有（倉庫） 横断幕用
・かけや 1 1 現有（倉庫） 横断幕用
・カラーコーン 4 2 2 現有（倉庫）
・コーンバー 2 1 1 現有（倉庫）
・テント 4 2 1 1 現有（倉庫）
・ブルーシート 2 1 1 現有（倉庫） 集草用、捕虫網・虫かご置き場
・机 12 8 2 2 現有（倉庫）
・椅子 12 8 2 2 現有（倉庫）
・クーラーボックス 1 1 現有（荒上）
・保冷剤 一式 ● 現有（荒上）
・おしぼり 一式 ● 日水コン
・ポリタンク（コック付） 3 3 現有（倉庫）
・脚立（横長） 1 1 現有（倉庫） ポリタンク置き場
・班表示シート・ポール 8（4班×2セット） 8 シートは日水コン製作 受付机用・引率用、シートは製作
・トイレ 1 1 （要調整）
・鎌 15 15 現有（倉庫）
・鎌用砥石 3 3 現有（倉庫）
・ノコギリ 15 15 現有（倉庫）
・枝切りばさみ 3 3 現有（倉庫）
・軍手 30 30 現有（荒上、倉庫） 非持参者用
・誘導灯 5 3 2 現有（倉庫）
・トラロープ 160m ● （要調整）
・鉄ピン（トラロープ設営用） 一式 ● （要調整）
・捕虫網 50 50 現有（倉庫）
・虫かご 50 50 現有（倉庫）
・標本 一式 ● 現有（長畑委員）

8．物品関係
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＜助成申請対象＞ 金額は税込み

項目 内容 対象 単価（円） 金額（円） 時期 備考
参加費 参加費 参加者 120人申込 200/人 24,000 当日
合計 24,000

①支出

②収入

内容 品目 数量 単価（円） 金額（円） 備考
保険 保険の申込 140 50/人 7,000 損保ジャパン 参加者120人想定・スタッフ10人分＋予備
消耗品 適量 － 17,000
合計 24,000

＜助成申請対象外＞

●助成申請対象外･･･収支0円

9．予算関係

品目 数量 金額（円） 備考

・チラシ・ポスター A4チラシ28,500枚、A3ポスター100枚 約60,000円

枚数はH29と同じ。
例年、予定人数を大きく超える申し込みがあること、H29は申請
額が満額認められなかったことから、今年度はデザインは簡素と
し印刷費のみ申請する。（左記の金額はH29実績）

・マップ
＜事務局案＞
3つ折りタイプ（広げてA4両面）
1,500枚

約420,000円

看板設置に伴い、自然再生地内のウォーキングコースを広報して
いくのに有効である。（維持管理・環境管理専門委員会で出され
たアイディア。）
デザインと印刷費の両方を申請する。（左記の金額は概算想定）

合計

必要物品と助成申請内容をご検討下さい。

次頁にイメージ
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9．予算関係

※マップのイメージ

「マップ」は様々な体裁がありますが、持ち
運びのしやすさやマップそのものの見やすさ
などから、「巻三つ折」タイプなどが良いと
考えられます。

折り位置 折り位置

巻三つ折のイメージ

内側にマップ（下記はイメージの素図です）


